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― 新２年生の皆さんへ ― 

 

Ⅰ．科目登録について 

【必修演習】 

自動登録科目です。２年次の春学期には「演習１（研究入門）」が，秋学期には「演習４

（ドイツの思想）」が自動登録されます。 

【選択演習】 

 卒業までに少なくとも 14 単位を修得して下さい。年度によって開講されない科目（隔年

開講の科目）がありますので注意して下さい。 

【選択講義】 

 卒業までに少なくとも 12 単位を修得して下さい。年度によって開講されない科目（隔年

開講の科目）がありますので注意して下さい。 

【コース専門外国語】 

 卒業までに少なくとも 4 単位を修得して下さい。「中級」が２科目，「上級」が２科目設

置されていますが，そこから少なくとも２科目を履修して下さい。組み合わせは自由です

（「中級」１科目＋「上級」１科目も可）。 

 

Ⅱ．教員からのメッセージ（A BC 順） 

【アルネ・クラヴィッター】 

 Mein Name ist Arne Klawitter und meine Arbeits- und Forschungsgebiete sind die 

deutsche Literaturgeschichte vom 18. Jahrhundert bis zur Gegenwart und die 

Literaturtheorie. Ich unterrichte Literatur für Germanistikstudenten im vierten und fünften 

Semester. Im Wintersemester werden wir kleine Texte wie Fabeln und einige Gedichte lesen 

und lernen, wie man diese Texte interpretiert. Im Sommersemester 2024 werden wir uns 

dann im Detail mit der Analyse von Gedichten beschäftigen. Online biete ich auf Englisch 

eine Vorlesung zur Literaturtheorie an. Dazu stelle ich zwei wichtige Denker aus Frankreich 

vor: Michel Foucault und Roland Barthes. Außerdem unterrichte ich einen Sprachkurs für 

fortgeschrittene Deutschlerner im Winter und im Sommersemester. In diesem Kurs werden 

wir auf dem Niveau A2 über Themen aus der Gesellschaft sprechen wie Reisen, Verkehr, 

Wetter, Arbeit, Bildung. Im Wintersemester findet außerdem ein Grundkurs für Deutsch 

statt, Niveau A1, wo man lernen kann, über sich selbst zu sprechen (Hobbys, Studium) und 



mit Alltagssituationen umzugehen, wie zum Beispiel einen Fahrplan lesen, Fahrkarten 

kaufen, Hotel buchen usw. 

メールアドレス：klawitter[あっと]waseda.jp (なおメールは英語かドイツ語で書いて下さ

い） 

【武田 利勝】 

 2023 年度は選択演習のうち、「ドイツ語ドイツ文学演習」の３・６・９を、選択講義は「ド

イツ文学概論２」を担当します。独文コースに入ったばかりの新 2 年生の皆さんには、春

学期開講の演習３と、秋学期開講の概論２の受講をおすすめします。演習３ではドイツ語

で書かれた「小話」の傑作をあれこれ味読しながら、厳しく楽しく原文読解力を磨き上げ

る予定。ちなみにどれくらい厳しく楽しいかは、受講されてのお楽しみ。初回にきっちり

説明しましょう。概論 2 ではドイツ語圏の文学作品から 13 品を厳選、さまざまなアプロー

チでもって主題をつかみとり、じっくりと分析・吟味を加えながら、哲学・文化史・芸術

学など、あちこち話題を広げてみます。もちろん、それ以外の演習にも挑戦してみたい、

という方はどうぞご遠慮なく！ せっかくなので、大いに、ただしあくまでも無理のない

範囲内で、背伸びするのも悪くないかも。学習相談その他、連絡はこちらまで。 

tstakeda9[あっと]yahoo.co.jp 

【戸嶋 匠】 

 春学期の演習 8（ドイツ事情）では「高等遊民のドイツ文学史」、秋学期の演習 10（ドイ

ツの思想）では「失恋のオーストリア文学史」をテーマにドイツ語の文学作品を読みます。

それ以外にも、児童文学、エッセイ、思想書の訳読の授業三つを担当しているので、興味

があれば覗いてみてください。コース室のことも私が担当しています。蔵書だけでなく、

コピー機、パソコン、レンジ、湯沸かし器が使えます。感染対策をしながらお弁当を食べ

る場所として使っていただいてもかまいません。もちろん予約不要ですので空き時間に 33

号館 601 にふらっと立ち寄ってみてください。 

ドイツ文学の勉強には「Studyflix」（https://studyflix.de）という学習サイトの Deutsch

のページが分かりやすく充実しているのでおすすめです。ポップなアニメで作品のあらす

じや背景、解釈のまとめ方を楽しく学べます。リスニングの練習にもなります。 

メールアドレス：takumi-toshima[あっと]fuji.waseda.jp  

【山本 浩司】（コース主任） 

 新二年生の必修科目「ドイツ語ドイツ文学演習１」を担当します。仕組み上、皆さんの

担任になるので何か困ったことがあったら気軽に相談してください。音楽好きやサッカー

好きも多いから分かると思いますが、どの分野でもマイスターになるには基本が大事。退

屈な基本練習の先に面白い世界が広がります。春休みも一日何時間か時間を決めてドイツ

語に接してください。文法を一通り学んだ今、語彙力をつければ鬼に金棒。変な参考書で

受験勉強みたいなケチなことするよりも、興味関心のある分野の本やネット情報に次々に

触れていけば、関係語彙も身につくので一石二鳥。 

mailto:klawitter@waseda.jp
mailto:takumi-toshima@fuji.waseda.jp


 トレンドを追うなら新聞雑誌が一番。FAZやZEIT, SZなど高級紙にチャレンジするのも

手ですが、歯が立たずに挫折するのでは残念。Deutsche Welle あたりが入門には向き。ド

イツばかりではなく、オーストリアやスイスの新聞サイトもあるのが、多元的なドイツ語

圏の強み。何から何まで案内するのでは自分で探す楽しみしがなくなるので、あとは自分

で探してみて。https://www.dw.com/de 

 著作権の切れた文学作品なら Gutenberg-Projekt で青空文庫みたいにただで読めます。 

https://www.projekt-gutenberg.org さすがに現代作家のものはそうはいかないが、各出版

社が Leseprobe と称して何ページかをHPにPdf版をアップしているケースがあります。分

量がちょうどいいので試し読みしてみては。 

https://www.suhrkamp.de 

 第一回目の授業で自己紹介を兼ねて、それぞれ独文でやりたいことを話してもらうので、

それまでにあれこれテーマを探しておいてください。 

メールアドレス：hiroyam[あっと]waseda.jp 

 

Ⅲ．コース合宿について 

例年合宿を開催しています。2022 年度は夏休み前に軽井沢セミナーハウスで開催しまし

た。今年も同じような日程を考えています。 

 

以上です。 
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